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ＥＮＥＯＳ スーパー耐久シリーズ 2023
Supported by BRIDGESTONE
第６戦　スーパー耐久レース in 岡山

2023 年 10 月 21 日（土）〜 10 月 22 日（日）
岡山国際サーキット（岡山県）

　３月に三重県の鈴鹿サーキット
で開幕した 2023 年のスーパー
耐久シリーズは、いよいよ残すと
ころ２戦。今季第６戦となる岡山
国際サーキットでのレースを迎え
た。コース長が短いことから、例
年どおりグループ１／２に分かれ
ての３時間レース２回で争われる
スタイルだが、スーパー耐久を戦
い 続 け て い る ROOKIE Racing
は、今回いつもと異なる体制での
参戦となった。
　 ス ー パ ー 耐 久 機 構 が 認 め た
開 発 車 両 が 参 戦 で き る ST-Q
ク ラ ス に 参 戦 し て き た 28 号
車 ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept、そして ORC ROOKIE 
GR Corol la H2 concept、

ORC ROOKIE GR Yaris DAT 
concept といった車両を投入し、
さまざまな意欲的な挑戦を行って
きた 32 号車は、今回他の ST-Q
クラス挑戦チーム同様、１戦の“お
休み”をとることになった。
　 そ こ で 今 回 ROOKIE Racing
として参戦することになったの
は ST-X クラスのチャンピオン獲
得を目指す中升 ROOKIE AMG 
GT3 の１台のみ。ST-X クラスは
全戦で開催されることもあり、休
むわけにはいかない。シリーズ
残り２戦ということもあり、ウエ
イトハンデが厳しい状況で、さら
に第１戦鈴鹿で速さをみせていた
#500 GT-R がひさびさに参戦す
るなど難しい一戦ではあるが、最

終戦富士を迎えるにあたって、好
結果を残しておきたいレースだ。
　そんなレースに向けて、多忙な
終盤戦のスケジュールのなかチー

ムは岡山国際サーキットへ移動。
10 月 19 日（木）にスタートし
た特別スポーツ走行から、週末に
向けた準備を進めていった。

ポール・トゥ・ウインで今季３勝目！ ランキング首位で最終戦へ
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特別スポーツ走行／ STEL 専有走行

公式予選

　迎えた第６戦岡山は、10 月 19
日（木）午後１時 20 分から１時
間、午後３時 45 分から１時間と、
合計２回の特別スポーツ走行が行
われた。晴天のもと中升 ROOKIE 
AMG GT3 は、蒲生尚弥、平良響、
鵜飼龍太の３人がドライブし、週
末に向けたセットアップを進めて
いった。ここ数戦、中升 ROOKIE 
AMG GT3 の課題となっているの
は決勝レースでのペースの苦しさ。
その課題解決を目指して施した新
たなセットアップを行った。

　専有走行から一夜明けた 10 月
21 日（土）の岡山国際サーキッ
トは、事前の天気予報では晴天
だったが、午前 10 時 20 分か
ら行われた 30 分間のフリー走行
は曇り空。気温も低いなか、中升
ROOKIE AMG GT3 は平良と蒲
生、そして鵜飼が走行。７番手で
走行を終えた。
　ただその後、公式予選までの間
にサーキットにはザッと強い雨が
降ってきてしまった。路面はあっ
という間にウエットコンディショ
ンに転じてしまった。

　ただ明けて走行２日目となった
10 月 20 日（金）の岡山国際サー
キットは曇り空。午前 11 時から
行われた専有走行１回目では、蒲
生と鵜飼が交代しながら周回した
が、途中からポツポツと雨が降り
はじめてしまった。さらにこの雨
は午後３時 35 分までのインター
バルの間に強さを増し、その後雨
は上がったものの、ウエットコン
ディションとなってしまった。
　週末には晴れの予報も出ていた
ことから、ST-X クラスのライバ

ルたちの中には走行を見合わせる
チームもあったが、中升 ROOKIE 
AMG GT3 は蒲生のみがドライブ
し、20 周を消化するのみで走行
を終えることになった。

「いろいろな準備してきたことの確
認をすることもできましたし、現
状できることはこなすことができ
たのではないでしょうか。また雨
でも走りましたが、この走行でも
限られた時間をすべて使い、今後
のウエットでの走行も見据えたも
のにしました」というのは蒲生。
　また今回も決勝レースで重要な
役割を担うことになる鵜飼龍太は

「クルマのセットアップも行っても
らい、乗りやすい状態になってい
ると思います。ウエイトを積んで
いますが、戦える状態になってい
るのではないでしょうか」と手ご
たえを語った。

「自分としてもここまで５戦経験し
てきたので、それを活かせるよう
にしたいです。今回は２グループ
に決勝が分かれていますし、アベ
レージを上げていけるように頑張
りたいですね」

　なお今回は、鵜飼の言葉にもあ
るとおりグループ１／２に分かれ
ての３時間レース。Ｄドライバー
にも登録されている片岡龍也は監
督に専念することになるが、「ウ
エットの調子はすごく良かったの
ですが、そのなかで試した内容が
ドライで良ければ、決勝レースへ
のペース改善にも繋がるのではな
いかと思っています」とレースで
の接地性向上、そして課題の決勝
ペース改善を目指した２日間の走
行を振り返った。

　５分遅れとなった午後２時 10
分からのＡドライバー予選に臨ん
だ鵜飼にとっては、非常に難しい
なかスリックタイヤでアタックを
強いられることになってしまった
が、鵜飼は少しずつ路面が乾いて
いくなか、１分 31 秒 189 とい
う好タイムを記録。トップでＡド
ライバー予選を終え、この殊勲が
チームに勢いをもたらす。
　今回は変則的なスケジュール
で、続いてＣドライバー予選が行
われ、平良響が１分 32 秒 372
を記録。さらにＤドライバー予選

10 月 19日（木）〜 10月 20日（金）　天候：晴れ／曇り〜雨　路面：ドライ／ウエット

10月 21日（土）　天候：晴れ　路面：ウエット／ドライ

では、この週末唯一の走行となっ
た片岡龍也が１分 32 秒 802 を
記録。平良と片岡の走行で決勝を
見すえつつ、きっちりと予選を進
めていった。
　公式予選の最後に行われたＢド
ライバー予選では、満を持して蒲
生尚弥が登場。５周目、１分 29
秒 432 というタイムを記録する
と、合算で中升 ROOKIE AMG 
GT3 は初めての総合ポールポジ
ションを獲得してみせ、この日か
らサーキットに駆けつけた豊田章
男チームオーナーを喜ばせた。

　ポール獲得に貢献した鵜飼は
「正直、乾ききる前のスリックは
ST-X で初めてだったので怖かっ
たのですが、毎周確認しながら走
りました。シリーズポイントもあ
りますので、ちょっとホッとしま
した」と笑顔をみせた。



#14　決勝レース

　迎えた 10 月 22 日（日）の決
勝日。岡山国際サーキットは朝か
ら晴天に恵まれ、午後１時 30 分
からのグループ１の決勝は、秋晴
れのもと迎えた。
　中升 ROOKIE AMG GT3 のス
タートドライバーを務めたのは、
ここ数戦同様に平良。フォーメー
ションラップスタート時、２番手
スタートの #500 GT-R が発進
できずピットスタートとなったこ
とから、平良にとっては比較的楽
な展開も予想された。スタート直
後、平良の後方からは３番手スター
トでウエイトが軽い #202 NSX 
GT3 が接近するものの、しばらく
経つと平良はジワジワとギャップ

を広げていった。
　今シーズン、スタートドライバー
の平良は苦戦を強いられることも
多かったが、今回のレースではラッ
プタイムも安定しており、好調そ
のもの。30 周を終えてピットイ
ンすると、鵜飼に交代しスタート
の大役をしっかりと果たした。

「取り組んできたセットアップのな
かで『これだ！』というのがやっ
と見つかったので、良いペースで
走ることができました」と平良。

「途中、#202 NSXに迫られるシー
ンもありましたが、なるべくタイ
ヤを傷めないように気をつけて、
一度気持ちを落ちつけることがで
きたのが良かったですね。最後は
ギャップを開いてバトンを渡すこ
とができたので、良かったです」
　交代した鵜飼は着実に、安定し
たペースでラップを重ねていくと、
ピットインをギリギリまで遅らせ
た #23 メルセデス AMG に先行
を許したものの、その差はわずか。
少しずつギャップを縮めていき、
オーバーテイクまでは至らなかっ
たものの、68 周目まで走りピッ
トへ。予選後、「大事なのはレース
ですから」と語っていた鵜飼は、
しっかりと大役を果たしてみせた。

「今回は平良選手からトップでステ

アリングを受け継いだので、どれ
くらいのペースで走れば良いのか
は雰囲気で分かっていました。い
つもどおりミスなく走り、その上
で、もっとクルマのことを感じ取
れるように走りました」と鵜飼。
　レースは残り１時間強。フィニッ
シュドライバーの大役を務めるこ
とになったのはエースの蒲生だ。
　さすがのスピードをみせた蒲生
は、スタートドライバーを引っ張
り、ピットインタイミングが異なっ
ていた #23 メルセデス AMG が
88 周を終えてピットインすると、
ついにトップに返り咲いた。２番
手でコースに戻ってきた #23 メ
ルセデス AMG との差は残り 30
分を切ったところで 34 秒以上と、
盤石の展開。西日が差すなか、蒲
生はしっかりとフィニッシュに向
けてペースを保ち、最後は 114
周を走り切りチェッカー。中升
ROOKIE AMG GT3 は、 第 2 戦
富士、第 4 戦オートポリスに続く
今季３勝目を飾ってみせた。

「ピットもミスがありませんでした
し、リードを守り淡々と走り切る
ことができました。最後まで気を
抜かず、決勝ペースもまだもうひ
と伸びあると思います」と蒲生。
　この結果、中升 ROOKIE AMG 

GT3 はポイントを伸ばし、最終戦
となる第 7 戦富士をポイントリー
ダーで迎えることになった。今季
の参戦にあたって掲げていた目標
まで、あとわずかだ。
　この日はずっとサインガードで
戦況を見守っていた片岡監督は「
今回は鵜飼選手の成長が大きかっ
たし、イレギュラーもなく、予定
どおりのレースができました。こ
んな思ったとおりのレースになる
んだと思いましたね」パーフェク
トなレースを振り返った。
　３月に鈴鹿サーキットで開幕し
た 2023 年シーズンも、いよいよ
残すところ１戦。優勝で喜ぶとき
もあれば、苦しいレースもあった。

「もちろんチャンピオンを獲りたい
ですが、そのために自分の役割が
大事になってくるので、そこを受
け止め、チームとしてやるべきこ
とをやればチャンピオンになれる
と思います」と大舞台を控えた鵜
飼は最終戦へ向けて意気込んだ。

10 月 22日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



2023 年第６戦岡山　リザルト（TOP5）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’30.584
2	 202	 KCMG	NSX	GT3	 	 	 1’31.121
3	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 1’31.253
4	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’31.312
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’31.654

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 202	 KCMG	NSX	GT3	 	 	 1’30.622
2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’31.006
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1’31.132
	 	 	
7	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’32.315

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’42.119
2	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’44.020
3	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 1’45.145
4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’47.202

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’32.701
2	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’32.802

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1’31.790
2	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 1’31.855
3	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 	 1’32.055
	 	 	
6	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1’32.372

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 3’00.621
2	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 3’00.882
3	 202	 KCMG	NSX	GT3	 	 	 3’01.385
4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 3’01.640
5	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 3’01.708

10 月 20 日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目 Gr.1 結果

10 月 21 日　スーパー耐久 フリー走行

10 月 20 日　スーパー耐久 STEL 専有走行２回目 Gr.1 結果

10 月 21 日　スーパー耐久  公式予選Ｄドライバー　（ST-X）10 月 21 日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　（ST-X）

10 月 21 日　スーパー耐久  公式予選　A+B　（ST-X）

Pos. No. Car Name   Laps Time   Gap

1	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 147	 5:01'52.737	

2	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 147	 5:02'41.078	 48.341

3	 81	 DAISHIN	GT-R	GT3	 	 147	 5:02'58.829	 1'06.092

4	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 146	 5:01'53.483	 1Lap

5	 202	 KCMG	NSX	GT3	 	 146	 5:03'34.138	 1Lap

6	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 138	 5:03'32.646	 9Laps

10 月 22 日　スーパー耐久第６戦岡山　決勝レース結果（ST-X）



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


